青少幼年教化小委員会

「あそび環境」 研 修 会
今回は、アフタフ・バーバンの代表をつとめられている北島尚志氏をお迎えして、子どもたちだけでなく、“人と向き合う”ということを学んでいきたいと思い企画しました。一人でも多くの方にご参加いただきたく、ぜひお誘いあわせの上ご参加ください。
【日時・会場】
２０２０年４月８日（水）富山東別院会館　研修ホール
【講　　　師】
北島尚志氏【ＮＰＯ法人　あそび環境Museumsアフタフ・バーバン代表】

清水洋幸氏【ＮＰＯ法人あそび環境Museum アフタフ・バーバン北信越】
【講義・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】子どもたちと向き合うということ【あそびの意義（“あそび”とは）】

【対　　　象】
興味のある方々（お誘いあわせの上ご参加ください）

【服　　　装】
基本的に講義を予定しておりますが、講義の中で、体を動かすこともありますので、動きやすい服装でお願いします。

【日　　　程】
１４：００　　開　会


１４：１０　　講　義

１６：４０　　質疑応答・まとめ

１７：００　　閉　会

· 富山別院・教務所ホームページにも掲載しています。
〈富山教務所〉〒930-0083　富山市総曲輪2‐8‐29

Tel: 076‐421‐9770　／　Fax: 076‐421‐9799

　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　toyama@higashihonganji.or.jp

富山別院・教務所ホームページ：http://toyamabetsuin.jp/
【今、伝えたい。今、伝えなければ。「あそび」の意味と力を】


私たちは、「あそび」が育むものは何か、その「あそびの力」を伝えたいのです。


人に対して・その人がいる場に対して「安心感」をたくさんつくりだしているのが「あそびの力」です。その行為の中で、互いに認め合い・励まし合うことができる、それが「あそびの力」です。


私たちは、人と人との関係の中で、喜んだり悲しんだり励まし合ったりして、生きていく力をつけています。生きていくことを、不条理な力で阻止されることはあってはならないのです。絶対に。人と関わることの小さな大変さを互いに乗り越えていきながら、大きな大変さに向かう力をつけるしかないのです。その関わりは「あそび」だからこそできると信じています。


『今こそ、あそびの力を信じて！』（アフタフ・バーバン編／晩成書房）より抜粋





★人数確認のため、参加を希望する方は、富山教務所（担当：髙志）まで、ご連絡ください。（電話で結構です）








